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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
九
十
八
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
病
院
を
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

平
成
十
六
年
三
月
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
救
急
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
在
　
　
　
　
地

医
療
法
人
峡
南
病
院

南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
千
八
百
六
番
地

二
　
認
定
期
間

平
成
十
六
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
平
成
十
九
年
二
月
二
十
六
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
九
十
九
号

山
梨
県
内
の
各
市
町
村
長
が
予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
行
う
麻
し
ん
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
医
師
が
同
表
に
掲
げ
る
場
所

等
で
当
該
業
務
を
行
う
旨
承
諾
し
た
。

平
成
十
六
年
三
月
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

医
師
の
氏
名

予
防
接
種
を
行
う
主
た
る
場
所

野
村
　
浩
一

都
留
市
十
日
市
場
九
百
五
十
八
番
地
一
号

医
療
法
人
社
団
　
浩
央
会
　
東
桂
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

濱
本
　
敏
明

都
留
市
十
日
市
場
九
百
五
十
八
番
地
一
号

医
療
法
人
社
団
　
浩
央
会
　
東
桂
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
安
　
一
也

都
留
市
十
日
市
場
九
百
五
十
八
番
地
一
号

医
療
法
人
社
団
　
浩
央
会
　
東
桂
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

山
梨
県
告
示
第
百
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
十
五
条
の

規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
指
定
猟
法
禁
止
区
域
を
指
定
し
、
狩
猟
鳥
獣
の
捕
獲
の
禁
止
（
平
成
十
二
年

山
梨
県
告
示
第
四
百
七
十
三
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
名
称

天
子
湖
指
定
猟
法
禁
止
区
域

二
　
指
定
猟
法
の
種
類

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
七
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
四
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
別
）一
箇
年
　
一
六
、〇
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一
三
七

山
梨
県
公
報
平
成
十
六
年三

月
四
日

第
千
四
百
五
十
七
号

木　曜　日



鉛
製
銃
弾
を
使
用
す
る
方
法

三
　
区
域

南
巨
摩
郡
南
部
町
佐
野
地
内
の
柿
元
ダ
ム
堰
堤
の
東
端
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
堰
堤
を
西
進

し
小
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
小
道
を
西
進
し
町
道
佐
野
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
町
道
を
北
西
及
び
北
東
に
進
み
町
営
下
野
石
神
峠
林
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道

を
東
及
び
南
東
に
進
み
柿
元
ダ
ム
堰
堤
の
東
端
か
ら
北
及
び
南
東
へ
延
び
る
小
道
と
の
接
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
小
道
を
北
西
及
び
南
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

四
　
存
続
期
間
　
　

平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
当
分
の
間

五
　
面
積

千
百
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

山
梨
県
告
示
第
百
一
号

山
梨
県
農
作
物
奨
励
品
種
の
指
定
（
昭
和
四
十
一
年
山
梨
県
告
示
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

「

同
　
　
　
　
　
　
優
良
品
種
　
ロ
ザ
リ
オ
　
ビ
ア
ン
　
中
生
種
、
熟
期
九
月
上
・
中

二
の
表
中

コ

「

同
　
　
　
　
　
　
優
良
品
種
　
藤
稔
　
　
　
　
　
　
　
中
生
種
、
熟
期
八
月

旬
　
　
　
　
　
　
を

同
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
ロ
ザ
リ
オ
　
ビ
ア
ン
　
中
生
種
、
熟
期
九
月

」

コ

中
・
下
旬
　
　
　
　
　
　
　
　
「

に
、

同
　
　
　
　
　
　
優
良
品
種
　
加
納
岩
白
桃
　
　
　
　
早
生
種
、

上
・
中
旬

」

「

同
　
　
　
　
　
　
優
良
品
種
　
加
納
岩
白
桃
　
　
　
　
早

熟
期
七
月
上
・
中
旬
　
　
　
　
　
　
を

」

同
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
夢
し
ず
く
　
　
　
　
　
早

生
種
、
熟
期
七
月
上
・
中
旬
　
　
　
　
　
　
　
　
「

に
、

同
　
　
　
　
　
　
特
定
品
種
　
ち
よ
ひ
め
　

生
種
、
熟
期
七
月
上
・
中
旬

」

「

同
　
　
　
　
　
　
特
定
品
種
　
は
な
よ

極
早
生
種
、
熟
期
六
月
下
旬
　
　
　
　
　
　
　
を

」

同
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
ち
よ
ひ

め
　
　
　
　
　
極
早
生
種
、
熟
期
六
月
下
旬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

に
、

同
　
　
　
　
　
　
同

め
　
　
　
　
　
極
早
生
種
、
熟
期
六
月
下
旬

」

「

同
　
　
　
　
　
　
同

同
　
　
　
　
　
　
優

太
　
陽
　
　
　
　
　
　
晩
生
種
、
熟
期
八
月
上
・
中
旬
　
　
　
　
　
　
を

」

同
　
　
　
　
　
　
同

同
　
　
　
　
　
　
同

太
陽
　
　
　
　
　
　
　
晩
生
種
、
熟
期
八
月
上
・
中
旬

良
品
種
　
サ
マ
ー
ビ
ュ
ー
ト
　
　
中
生
種
、
熟
期
七
月
中
・
下
旬

に
改
め
る
。

サ
マ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
　
中
生
種
、
熟
期
七
月
中
・
下
旬

貴
陽
　
　
　
　
　
　
　
中
生
種
、
熟
期
七
月
下
旬
・
八
月
上
旬

」

山
梨
県
告
示
第
百
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
峡
東
地
域
振
興
局
塩

山
建
設
部
に
お
い
て
、こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
二
十
五
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
四
日

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
七
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
四
日

一
三
八



山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
休
息
勝
沼
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

東
山
梨
郡
勝
沼
町
大
字
小
佐
手
字
工
宮
一
二
七
〇

旧

六
・
五

一
五
二
・
〇

番
の
一
地
先
か
ら

東
山
梨
郡
勝
沼
町
大
字
小
佐
手
字
寺
山
二
二
七
四

番
地
先
ま
で

新

六
・
五
〜

一
五
二
・
〇

三
〇
・
五

山
梨
県
告
示
第
百
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
維
持
課
及
び
峡
南
地
域
振
興
局
身

延
建
設
部
に
お
い
て
、こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
二
十
五
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
市
川
大
門
下
部
身
延
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

南
巨
摩
郡
身
延
町
大
字
上
八
木
沢
字
鰍
原
六
〇
八

旧

三
・
二
〜

一
四
七
・
〇

番
の
一
地
先
か
ら

一
二
・
〇

南
巨
摩
郡
身
延
町
大
字
上
八
木
沢
字
鰍
原
六
〇
七

番
の
二
地
先
ま
で

新

三
・
二
〜

一
四
七
・
〇

一
三
・
六

山
梨
県
告
示
第
百
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
法
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
施
行
者
の
名
称

南
ア
ル
プ
ス
市

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

平
成
六
年
山
梨
県
告
示
第
五
百
八
十
六
号
峡
西
都
市
計
画
公
園
事
業
四
・
四
・
十
二
号
秋
山
川
す

も
も
の
郷
公
園

三
　
事
業
施
行
期
間

平
成
六
年
十
一
月
十
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

１
　
収
用
の
部
分
　
な
し

２
　
使
用
の
部
分
　
変
更
な
し

公
　
　
　
告

'

平
成
十
五
年
度
山
梨
県
林
業
改
良
指
導
員
資
格
試
験
合
格
者

山
梨
県
林
業
改
良
指
導
員
資
格
試
験
条
例
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
条
例
第
十
九
号
）
第
二
条
の
規
定

に
よ
り
実
施
し
た
平
成
十
五
年
度
山
梨
県
林
業
改
良
指
導
員
資
格
試
験
の
合
格
者
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。平

成
十
六
年
三
月
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

奈
良
雅
代
　
山
内
香
澄
　
藤
田
聡
　
福
島
純
　
木
村
賢
治
　
三
神
友
彰
　
金
沢
太
朗

'

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項
の
変
更
の
届
出

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、同
法
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
公
告
す
る
。
そ
の
届
出
を
山
梨
県
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
こ
の
公
告
の
日
か
ら

平
成
十
六
年
七
月
四
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

氏
　
名
　
又
　
は
　
名
　
称

住
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
い
ち
や
ま
マ
ー
ト
　
代
表
取
中
巨
摩
郡
玉
穂
町
若
宮
五
十
番
地
一

締
役
　
三
科
雅
嗣

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
七
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
四
日

一
三
九



二
　
届
出
の
概
要

１
　
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

（一）

名
称
　
イ
ッ
ツ
モ
ア
玉
穂
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（二）

所
在
地
　
中
巨
摩
郡
玉
穂
町
若
宮
五
十
番
一

２
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

変
　
　
更
　
　
事
　
　
項

変
　
　
　
更
　
　
　
前

変
　
　
　
更
　
　
　
後

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売

午
後
十
時

午
前
零
時

業
を
行
う
者
の
閉
店
時
刻

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と

午
前
十
時
か
ら
午
後
十
時
ま
午
前
十
時
か
ら
午
前
零
時
十

が
で
き
る
時
間
帯

で

五
分
ま
で

３
　
変
更
の
年
月
日

平
成
十
六
年
四
月
一
日

三
　
届
出
年
月
日

平
成
十
六
年
一
月
二
十
七
日

'

清
算
人
の
就
任

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
解
散
し
た
湯
沢
塚
原
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り

清
算
人
の
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
六
年
三
月
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

清
算
人
氏
名

住
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
　
　
　
　
就
　
任
　
年
　
月
　
日
　
　
　

今
津
　
茂

南
ア
ル
プ
ス
市
湯
沢
八
二
〇
番
地

平
成
十
六
年
二
月
十
八
日

佐
藤
　
富
重

南
ア
ル
プ
ス
市
塚
原
二
八
六
番
地

平
成
十
六
年
二
月
十
八
日

神
山
　
清
信

南
ア
ル
プ
ス
市
塚
原
一
三
八
番
地
一

平
成
十
六
年
二
月
十
八
日

神
山
　
新
平

南
ア
ル
プ
ス
市
塚
原
一
三
九
番
地

平
成
十
六
年
二
月
十
八
日

下
倉
　
照
雄

南
ア
ル
プ
ス
市
塚
原
一
六
八
七
番
地
　
　

平
成
十
六
年
二
月
十
八
日

村
松
　
治
平

南
ア
ル
プ
ス
市
塚
原
五
一
番
地

平
成
十
六
年
二
月
十
八
日

滝
沢
　
種
吉

南
ア
ル
プ
ス
市
湯
沢
八
二
八
番
地

平
成
十
六
年
二
月
十
八
日

荻
原
　
慎

南
ア
ル
プ
ス
市
湯
沢
一
一
一
四
番
地
一

平
成
十
六
年
二
月
十
八
日

塩
澤
　
成
憲

南
ア
ル
プ
ス
市
湯
沢
八
二
番
地

平
成
十
六
年
二
月
十
八
日

塩
澤
　
長
重

南
ア
ル
プ
ス
市
湯
沢
四
八
番
地

平
成
十
六
年
二
月
十
八
日

野
田
　
政
雄

南
ア
ル
プ
ス
市
湯
沢
一
三
五
一
番
地

平
成
十
六
年
二
月
十
八
日

高
石
　
鷹
雄

南
ア
ル
プ
ス
市
湯
沢
九
〇
七
番
地

平
成
十
六
年
二
月
十
八
日

今
津
　
幸
夫

南
ア
ル
プ
ス
市
湯
沢
八
一
八
番
地

平
成
十
六
年
二
月
十
八
日

野
田
　
二
郎

南
ア
ル
プ
ス
市
湯
沢
一
六
〇
四
番
地

平
成
十
六
年
二
月
十
八
日

野
田
　
金
男

南
ア
ル
プ
ス
市
湯
沢
一
六
〇
七
番
地

平
成
十
六
年
二
月
十
八
日

今
沢
　
忠
文

南
ア
ル
プ
ス
市
西
南
湖
四
二
八
四
番
地

平
成
十
六
年
二
月
十
八
日

'

甲
府
都
市
計
画
の
決
定
案
の
縦
覧

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
を
決

定
す
る
の
で
、
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、
当
該
都
市
計
画
の
決

定
案
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
当
該
都
市
計
画
の
決
定
案
に
つ
い
て
、
縦
覧
期
日
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
六
年
三
月
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
都
市
計
画
の
種
類

甲
府
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（「
甲
府
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」）

二
　
都
市
計
画
の
決
定
に
係
る
土
地
の
区
域

縦
覧
に
供
す
る
図
書
に
明
示
す
る
部
分

三
　
縦
覧
場
所

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
山
梨
県
土
木
部
都
市
計
画
課

甲
府
市
貢
川
二
丁
目
一
番
八
号
　
峡
中
地
域
振
興
局
建
設
部
都
市
整
備
課

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
十
八
番
一
号
　
甲
府
市
役
所
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課

中
巨
摩
郡
竜
王
町
篠
原
二
六
一
〇
番
地
　
竜
王
町
役
場
都
市
整
備
課

中
巨
摩
郡
敷
島
町
島
上
条
一
二
四
八
番
地
　
敷
島
町
役
場
建
設
整
備
課

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
七
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
四
日

一
四
〇



中
巨
摩
郡
玉
穂
町
成
島
二
二
六
六
番
地
　
玉
穂
町
役
場
都
市
環
境
課

中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
五
四
二
番
地
二
　
昭
和
町
役
場
都
市
計
画
課

中
巨
摩
郡
田
富
町
臼
井
阿
原
三
〇
一
番
地
一
　
田
富
町
役
場
建
設
課

四
　
縦
覧
期
間

平
成
十
六
年
三
月
五
日
か
ら
同
年
三
月
十
八
日
ま
で

'

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
開
発
の
行
為
に

関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
六
年
三
月
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
巨
摩
郡
玉
穂
町
若
宮
一
四
の
一
、
一
四
の
二
及
び
一
四
の
三

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

甲
府
市
上
阿
原
町
三
百
十
番
地
二
　
甲
府
ト
ラ
ッ
ク
運
送
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
　
中
村
吉
邦

'

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
開
発
の
行
為
に

関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
六
年
三
月
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

富
士
吉
田
市
上
吉
田
字
城
山
南
一
七
四
六
、
一
七
四
七
、
一
七
四
八
、
一
七
五
〇
、
一
七
五
一
、

一
七
五
二
、
一
七
五
三
、
一
七
五
四
、
一
七
五
五
、
一
七
五
六
、
一
七
五
七
、
一
七
五
八
の
一
、
一

七
五
九
の
一
、
一
七
六
〇
の
一
、
一
七
六
一
の
一
、
一
七
六
二
の
一
、
一
七
六
三
の
一
、
一
七
六
四
、

一
七
六
五
の
一
及
び
一
七
六
六
の
一

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

群
馬
県
伊
勢
崎
市
下
道
寺
町
五
百
十
番
地
　
株
式
会
社
プ
ラ
グ
シ
テ
ィ
　
代
表
取
締
役
　
土
屋
嘉

雄

'

土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
差
出

堰
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
が
退
任
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
六
年
三
月
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
退
　
任

役
職
名

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
　
　
所

退
　
任
　
年
　
月
　
日

理
　
事

佐
藤
　
　
勇

山
梨
市
万
力
一
二
〇
〇
番
地
一

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日

同

日
野
原
統
男

東
山
梨
郡
春
日
居
町
桑
戸
四
九
三
番
地
同

同

丸
山
　
善
治

山
梨
市
万
力
二
九
番
地

同

同

金
井
　
　
毅

同
　
　
　
　
一
四
四
五
番
地

同

同

山
下
　
源
内

同
　
　
　
　
一
一
四
〇
番
地

同

同

鎮
目
　
勇
夫

同
　
　
正
徳
寺
五
六
二
番
地

同

同

長
田
武
比
古

同
　
　
落
合
八
四
番
地

同

同

深
沢
　
基
弘

同
　
　
　
　
四
二
〇
番
地

同

同

飯
島
　
昌
一

同
　
　
上
岩
下
五
五
〇
番
地

同

同

芦
沢
　
徳
行

東
山
梨
郡
春
日
居
町
別
田
三
一
番
地

同

同

市
川
　
勝
蔵

同
　
　
　
　
　
　
　
下
岩
下
五
三
七
番
同

地

同

萩
原
　
幸
二

同
　
　
　
　
　
　
　
熊
野
堂
五
七
三
番
同

地

同

生
原
　
洋
征

同
　
　
　
　
　
　
　
加
茂
一
九
五
番
地
同

同

窪
島
　
　
勇

同
　
　
　
　
　
　
　
国
府
四
〇
三
番
地
同

同

曽
根
　
義
夫

同
　
　
　
　
　
　
　
徳
行
三
八
番
地

同

同

入
倉
　
康
幸

甲
府
市
和
戸
三
一
三
番
地
一
三

同

同

埴
原
　
久
徳

同
　
　
桜
井
町
一
〇
三
一
番
地

同

同

小
田
川
正
弘

同
　
　
横
根
三
一
五
番
地

同

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
七
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
四
日

一
四
一



同

山
内
　
岩
男

東
八
代
郡
石
和
町
松
本
五
三
七
番
地

同

監
　
事

鎮
目
　
正
志

東
山
梨
郡
春
日
居
町
鎮
目
四
九
七
番
地
同

同

三
枝
　
孝
一

山
梨
市
山
根
二
九
七
番
地

同

同

三
橋
晧
太
郎

東
八
代
郡
石
和
町
松
本
七
四
六
番
地

同

二
　
就
　
任

役
職
名

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
　
　
所

就
　
任
　
年
　
月
　
日

理
　
事

佐
藤
　
　
勇

山
梨
市
万
力
一
二
〇
〇
番
地
一

平
成
十
五
年
四
月
一
日

同

山
内
　
岩
男

東
八
代
郡
石
和
町
松
本
五
三
七
番
地

同

同

日
野
原
統
男

東
山
梨
郡
春
日
居
町
桑
戸
四
九
三
番
地
同

同

代
永
　
明
夫

山
梨
市
万
力
一
三
三
四
番
地

同

同

佐
藤
　
辰
巳

同
　
　
　
　
八
〇
七
番
地

同

同

中
村
　
八
郎

同
　
　
　
　
一
一
六
三
番
地

同

同

鎮
目
　
勇
夫

同
　
　
正
徳
寺
五
六
二
番
地

同

同

長
田
武
比
古

同
　
　
落
合
八
四
番
地

同

同

小
川
　
美
直

同
　
　
上
岩
下
七
〇
番
地

同

同

大
沢
　
幹
孝

同
　
　
　
　
　
六
七
一
番
地

同

同

市
川
　
善
紀

東
山
梨
郡
春
日
居
町
別
田
四
四
七
番
地
同

同

仁
科
　
勝
一

同
　
　
　
　
　
　
　
下
岩
下
五
二
二
番
同

地

同

石
原
　
正
則

同
　
　
　
　
　
　
　
熊
野
堂
二
八
番
地
同

一

同

生
原
　
洋
征

同
　
　
　
　
　
　
　
加
茂
一
九
五
番
地
同

同

西
山
　
仙
治

同
　
　
　
　
　
　
　
熊
野
堂
三
一
七
番
同

地

同

吉
岡
　
欣
一

同
　
　
　
　
　
　
　
鎮
目
四
〇
六
番
地
同

同

渡
辺
　
勝
義

甲
府
市
和
戸
一
二
六
八
番
地

同

同

小
林
英
之
助

甲
府
市
川
田
三
四
二
番
地

同

同

埴
原
　
久
徳

同
　
　
桜
井
一
〇
三
一
番
地

同

同

市
川
　
雅
文

同
　
　
横
根
九
九
四
番
地
一

同

監
　
事

三
橋
晧
太
郎

東
八
代
郡
石
和
町
松
本
七
四
六
番
地

同

同

三
枝
　
孝
一

山
梨
市
山
根
二
九
七
番
地

同

同

標
　
　
　
勝

東
山
梨
郡
春
日
居
町
鎮
目
七
五
八
番
地
同

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号

人
事
記
録
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
三
月
四
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
坂
　
　
本
　
　
　
　
　
宏

人
事
記
録
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
人
事
記
録
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

人
事
記
録
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
３４
の
項
中
「
第
二
十
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

山
梨
県
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
四
条
第
八
号
中
「
第
二
十
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）
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第
三
条

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二

十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
十
一
号
中
「
第
二
十
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
十
一
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
一
条
第
十
号
」
を
「
第
一
条
第
十

一
号
」
に
改
め
る
。

（
寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
項
第
六
号
中
「
第
二
十
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
管
理
職
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

管
理
職
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
及
び
教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
）
第
二
十
一
条
の
五
第
三

項
」
を
削
る
。

（
職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
号
様
式
中
「
第21

条
の
４
第
１
項
」
を
「
第29

条
第
１
項
」
に
改
め
る
。

（
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
第
二
十
一
条
」
を
「
第
十
七
条
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

山
梨
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
四
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
二
第
一
号
中
「
第
二
十
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
号

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
三
月
四
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
坂
　
　
本
　
　
　
　
　
宏

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「（
以
下
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
一
項
等
」

と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
一
項
、
学
校
職
員
給
与
条
例

第
十
四
条
第
一
項
及
び
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
一

項
等
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
一
項
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
一
項
及

び
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
一
項
等
」
に
、「
月
額
」

を
「
額
」
に
、
同
条
第
二
項
中
「
月
額
」
を
「
額
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
見
出
し
中
「
運
賃
等
相
当
額
」
を
「
普
通
交
通
機
関
等
に
係
る
通
勤
手
当
の
額
」
に
改
め
、

同
条
第
一
項
中
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
二
項

第
一
号
及
び
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
一
箇
月
の
通
勤
に
要
す
る
運

賃
等
の
額
に
相
当
す
る
額
（
以
下
「
運
賃
等
相
当
額
」
と
い
う
。）
の
算
出
」
を
「
普
通
交
通
機
関
等

（
新
幹
線
鉄
道
等
以
外
の
交
通
機
関
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
係
る
通
勤
手
当
の
額
」
に
、「
よ
る

運
賃
等
の
額
に
よ
る
」
を
「
よ
り
算
出
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
運
賃
等
相
当
額
」
を
「
職

員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
及
び
警
察
職

員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
二
項
第
一
号
（
以
下
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
等
」
と
い

う
。）
に
規
定
す
る
運
賃
等
相
当
額
」
に
、「
よ
る
額
の
総
額
」
を
「
掲
げ
る
普
通
交
通
機
関
等
の
区

分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
定
期
券
を
使
用
す
る
こ
と
が
最
も
経
済
的
か
つ
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
普
通
交
通
機
関

等
　
通
用
期
間
が
支
給
単
位
期
間
（
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
七
項
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第

十
四
条
第
七
項
及
び
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
七
項
（
以
下
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条

第
七
項
等
」
と
い
う
。）
に
規
定
す
る
支
給
単
位
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
で
あ
る
定
期
券
の
　

価
額

二
　
回
数
乗
車
券
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
最
も
経
済
的
か
つ
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
普
通
交

通
機
関
等
　
当
該
回
数
乗
車
券
等
の
通
勤
二
十
一
回
分
（
交
替
制
勤
務
に
従
事
す
る
職
員
等
に
あ

つ
て
は
、
平
均
一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
所
要
回
数
分
）
の
運
賃
等
の
額

三
　
人
事
委
員
会
の
定
め
る
普
通
交
通
機
関
等
　
人
事
委
員
会
の
定
め
る
額

第
八
条
中
「
併
用
者
の
月
額
の
規
定
」
を
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
二
項
第
四
号
等
」
に
、

「
月
額
」
を
「
額
」
に
、「
掲
げ
る
額
」
を
「
掲
げ
る
と
お
り
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
交
通
機
関

等
」
を
「
普
通
交
通
機
関
等
」
に
、「
運
賃
等
相
当
額
（
そ
の
額
が
五
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の

額
と
五
万
円
と
の
差
額
の
二
分
の
一
を
五
万
円
に
加
算
し
た
額
）」
を
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第

二
項
第
一
号
等
に
定
め
る
額
」
に
、「
掲
げ
る
」
を
「
定
め
る
」
に
改
め
、「
の
合
計
額
」
を
削
り
、
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同
条
第
二
号
中
「
運
賃
等
相
当
額
（
そ
の
額
が
五
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
額
と
五
万
円
と
の
差

額
の
二
分
の
一
を
五
万
円
に
加
算
し
た
額
）」
を
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
等
に
規

定
す
る
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
（
二
以
上
の
普
通
交
通
機
関
等
を
利
用
す
る
も
の
と
し
て
通

勤
手
当
を
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
合
計
額
。
以
下
「
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額

等
」
と
い
う
。）」
に
、「
運
賃
等
相
当
額
」
を
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
等
に
定
め

る
額
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
運
賃
等
相
当
額
」
を
「
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
等
」
に
、

「
二
輪
車
に
」
を
「
二
輪
車
等
に
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
第
十
六
条
第
三
項
」
の
下
に
「（
以
下
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
三
項
等
」
と
い

う
。）」
を
加
え
、「
し
な
け
れ
ば
通
勤
す
る
こ
と
が
人
事
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
照
ら
し
て
困
難
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
を
「
し
な
い
で
通
勤
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
通
勤
距
離
が
六
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
若
し
く
は
通
勤
時
間
が
九
十
分
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
交
通
事
情
等
に
照
ら
し
て
通
勤

が
困
難
で
あ
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
三
項
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
三
項
及
び
警
察

職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
三
項
」
を
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
三
項
等
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
中
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第

三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
職
員
給
与
条
例

第
十
五
条
第
三
項
等
並
び
に
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
四
項
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
四

項
及
び
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
四
項
（
以
下
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
四
項
等
」
と
い

う
。）」
に
、「
次
に
掲
げ
る
も
の
」
を
「
新
幹
線
鉄
道
等
の
利
用
に
よ
り
通
勤
時
間
が
三
十
分
以
上
短

縮
さ
れ
る
こ
と
又
は
そ
の
利
用
に
よ
り
得
ら
れ
る
通
勤
事
情
の
改
善
が
こ
れ
に
相
当
す
る
と
人
事
委
員

会
が
認
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
削
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
中
「
特
別
料
金
等
の
二
分
の
一
相
当
額
」
を
「
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
通
勤
手

当
の
額
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
三
項
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十

四
条
第
三
項
及
び
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
別
料
金
等
の
額
の
二
分
の
一

に
相
当
す
る
額
（
以
下
「
特
別
料
金
等
の
二
分
の
一
相
当
額
」
と
い
う
。）
の
算
出
は
、
新
幹
線
鉄
道

等
を
利
用
す
る
場
合
に
お
け
る
通
勤
の
経
路
及
び
方
法
が
」
を
「
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
通
勤
手
当
の

額
は
、」
に
、「
も
の
に
よ
る
特
別
料
金
等
の
額
に
よ
る
」
を
「
新
幹
線
鉄
道
等
を
利
用
す
る
場
合
に

お
け
る
通
勤
の
経
路
及
び
方
法
に
よ
り
算
出
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
六
条
第
二
項
」
の

下
に
「（
第
三
号
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
特
別
料
金
等
の
二
分
の
一
相
当
額
」
を
「
職
員
給
与
条
例

第
十
五
条
第
三
項
第
一
号
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
三
項
第
一
号
及
び
警
察
職
員
給
与
条
例

第
十
六
条
第
三
項
第
一
号
（
以
下
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
三
項
第
一
号
等
」
と
い
う
。）
に
規

定
す
る
特
別
料
金
等
の
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
第
二
項
中
「
普
通
交
通
機
関
等
の
」
と
あ
る
の
は
「
新
幹
線
鉄
道

等
の
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
普
通
交
通
機
関
等
」
と
あ
る
の
は
「
新
幹
線
鉄
道
等
」
と
、「
価
額
」

と
あ
る
の
は
「
価
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
普
通
交
通
機
関
等
」
と

あ
る
の
は
「
新
幹
線
鉄
道
等
」
と
、「
運
賃
等
の
」
と
あ
る
の
は
「
特
別
料
金
等
の
額
の
二
分
の
一

に
相
当
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
中
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
四
項
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
四
項
及
び
警

察
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
四
項
」
を
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
四
項
等
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
四
項
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
四
項
及
び
警

察
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
四
項
」
を
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
四
項
等
」
に
、「
し
な
け
れ

ば
通
勤
す
る
こ
と
が
人
事
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
照
ら
し
て
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
を
「
し

な
い
で
通
勤
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
通
勤
距
離
が
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
若
し
く
は
通
勤

時
間
が
九
十
分
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
交
通
事
情
等
に
照
ら
し
て
通
勤
が
困
難
で
あ
る
と
人
事
委
員
会

が
認
め
る
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
中
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
四
項
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
四
項
及
び
警

察
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
四
項
の
そ
れ
ぞ
れ
同
条
第
三
項
」
を
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
四

項
等
の
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
三
項
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
派
遣
さ
れ
た
職
員
で
」
を
「
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
職
員
派
遣
（
第
十
七
条
第
一
項
第
三
号

及
び
第
十
七
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
「
職
員
派
遣
」
と
い
う
。）
か
ら
」
に
、「
し
な
け
れ
ば
通
勤

す
る
こ
と
が
人
事
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
照
ら
し
て
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
を
「
し
な
い
で

通
勤
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
通
勤
距
離
が
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
若
し
く
は
通
勤
時
間
が

九
十
分
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
交
通
事
情
等
に
照
ら
し
て
通
勤
が
困
難
で
あ
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め

る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
　
そ
の
他
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
三
項
等
の
規
定
に
よ
る
通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と

の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
人
事
委
員
会
の
定
め
る
職
員

第
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
支
給
日
等
）

第
十
五
条
の
二

通
勤
手
当
は
、
支
給
単
位
期
間
（
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
通
勤
手
当
に
係
る
も
の
を

除
く
。）
又
は
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
八
条
に
お
い
て
「
支
給
単
位
期

間
等
」
と
い
う
。）
に
係
る
最
初
の
月
の
給
料
の
支
給
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
支
給
日
」
と

い
う
。）
に
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
支
給
日
ま
で
に
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
事
実
が
確

認
で
き
な
い
等
の
た
め
、
支
給
日
に
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
支
給
日
後
に
支
給
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２
　
支
給
単
位
期
間
等
に
係
る
通
勤
手
当
の
支
給
日
前
に
お
い
て
離
職
し
、又
は
死
亡
し
た
職
員
に
は
、

当
該
通
勤
手
当
を
そ
の
際
支
給
す
る
。

３
　
職
員
が
そ
の
所
属
す
る
任
命
権
者
を
異
に
し
て
異
動
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
異
動
し
た
日
が
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支
給
単
位
期
間
等
に
係
る
最
初
の
月
で
あ
る
と
き
に
お
け
る
当
該
支
給
単
位
期
間
等
に
係
る
通
勤
手

当
は
、
そ
の
月
の
初
日
に
職
員
が
所
属
す
る
任
命
権
者
に
お
い
て
支
給
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

職
員
の
異
動
が
当
該
通
勤
手
当
の
支
給
日
前
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
際
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
五
項
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
五
項
及
び
警
察
職
員
給
与

条
例
第
十
六
条
第
五
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
通
勤
手
当
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
通
勤
手

当
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
同
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
当
該
通
勤
手
当
の
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

一
　
職
員
が
二
以
上
の
普
通
交
通
機
関
等
を
利
用
す
る
も
の
と
し
て
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
二

項
第
一
号
等
に
定
め
る
額
の
通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃

等
相
当
額
等
が
五
万
五
千
円
を
超
え
る
と
き
に
お
け
る
当
該
通
勤
手
当
　
そ
の
者
の
当
該
通
勤
手

当
に
係
る
支
給
単
位
期
間
の
う
ち
最
も
長
い
支
給
単
位
期
間

二
　
職
員
が
二
以
上
の
新
幹
線
鉄
道
等
を
利
用
す
る
も
の
と
し
て
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
通
勤
手
当

を
支
給
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
三
項
第
一
号
等
に
規
定
す
る
一
箇

月
当
た
り
の
特
別
料
金
等
二
分
の
一
相
当
額
（
第
十
七
条
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
「
一
箇
月
当

た
り
の
特
別
料
金
等
二
分
の
一
相
当
額
」
と
い
う
。）
の
合
計
額
が
二
万
円
を
超
え
る
と
き
に
お

け
る
当
該
通
勤
手
当
　
そ
の
者
の
当
該
通
勤
手
当
に
係
る
支
給
単
位
期
間
の
う
ち
最
も
長
い
支
給

単
位
期
間

第
十
六
条
第
一
項
中
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
一
項
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
一
項

及
び
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
一
項
等
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
月
額
」
を
「
額
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
返
納
の
事
由
及
び
額
等
）

第
十
七
条

職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
六
項
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
六
項
及
び
警
察
職

員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
六
項
（
以
下
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
六
項
等
」
と
い
う
。）
の
人

事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
由
は
、
通
勤
手
当
（
一
箇
月
の
支
給
単
位
期
間
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

を
支
給
さ
れ
る
職
員
に
つ
い
て
生
じ
た
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事
由
と
す
る
。

一
　
離
職
し
、
若
し
く
は
死
亡
し
た
場
合
又
は
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
一
項
等
の
職
員
た
る
要

件
を
欠
く
に
至
つ
た
場
合

二
　
通
勤
経
路
若
し
く
は
通
勤
方
法
を
変
更
し
、
又
は
通
勤
の
た
め
負
担
す
る
運
賃
等
の
額
に
変
更

が
あ
つ
た
こ
と
に
よ
り
、
通
勤
手
当
の
額
が
改
定
さ
れ
る
場
合

三
　
月
の
中
途
に
お
い
て
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
休
職
に
さ
れ
、
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
許

可
を
受
け
、
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
す
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
（
昭

和
六
十
三
年
山
梨
県
条
例
第
二
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
、
地
方
公
務
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
を

し
、
職
員
派
遣
を
さ
れ
、
教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
）
第
二
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
修
学
休
業
を
し
、
又
は
地
方
公
務
員
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り

停
職
に
さ
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
期
間
が
二
以
上
の
月
に
わ
た
る
こ
と
と
な
る
と
き
。

四
　
旅
行
、
休
暇
、
欠
勤
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
、
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
期
間
の
全
日
数
に

わ
た
つ
て
通
勤
し
な
い
こ
と
と
な
る
場
合

２
　
普
通
交
通
機
関
等
に
係
る
通
勤
手
当
に
係
る
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
六
項
等
の
人
事
委
員
会

規
則
で
定
め
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
等
が
五
万
五
千
円
以
下
で
あ
つ
た
場
合
　
前
項
第
二
号
に
掲

げ
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
事
由
に
係
る
普
通
交
通
機
関
等
（
同
号
の
改
定
後
に

一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
等
が
五
万
五
千
円
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
者
の

利
用
す
る
す
べ
て
の
普
通
交
通
機
関
等
）、
同
項
第
一
号
、
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
事
由

が
生
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
者
の
利
用
す
る
す
べ
て
の
普
通
交
通
機
関
等
に
つ
き
、
使
用
さ

れ
る
べ
き
通
用
期
間
の
定
期
券
の
運
賃
等
の
払
戻
し
を
、
人
事
委
員
会
の
定
め
る
月
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
事
由
発
生
月
」
と
い
う
。）
の
末
日
に
し
た
も
の
と
し
て
得
ら
れ
る
額
（
次
号
に

お
い
て
「
払
戻
金
相
当
額
」
と
い
う
。）

二
　
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
等
が
五
万
五
千
円
を
超
え
て
い
た
場
合
　
次
に
掲
げ
る
場
合

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

イ
　
ロ
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
　
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
等
と
五
万
五
千
円
と
の

差
額
の
二
分
の
一
を
五
万
五
千
円
に
加
算
し
た
額
に
事
由
発
生
月
の
翌
月
か
ら
支
給
単
位
期
間

に
係
る
最
後
の
月
ま
で
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
又
は
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
係
る
普
通

交
通
機
関
等
に
つ
い
て
の
払
戻
金
相
当
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
（
事
由
発
生
月
が
支
給
単
位
期

間
に
係
る
最
後
の
月
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
零
）

ロ
　
第
十
五
条
の
二
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合
　
一
箇
月
当

た
り
の
運
賃
等
相
当
額
等
と
五
万
五
千
円
と
の
差
額
の
二
分
の
一
を
五
万
五
千
円
に
加
算
し
た

額
に
事
由
発
生
月
の
翌
月
か
ら
同
号
に
定
め
る
期
間
に
係
る
最
後
の
月
ま
で
の
月
数
を
乗
じ
て

得
た
額
又
は
そ
の
者
の
利
用
す
る
す
べ
て
の
普
通
交
通
機
関
等
に
つ
い
て
の
払
戻
金
相
当
額
及

び
人
事
委
員
会
の
定
め
る
額
の
合
計
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
（
事
由
発
生
月
が
当
該
期
間
に
係

る
最
後
の
月
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
零
）

３
　
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
通
勤
手
当
に
係
る
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
六
項
等
の
人
事
委
員
会
規

則
で
定
め
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
一
箇
月
当
た
り
の
特
別
料
金
等
二
分
の
一
相
当
額
（
二
以
上
の
新
幹
線
鉄
道
等
を
利
用
す
る
も

の
と
し
て
通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
合
計
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
一
箇
月
当
た
り
の
特
別
料
金
等
二
分
の
一
相
当
額
等
」
と
い
う
。）
が
二
万
円
以
下
で
あ
つ
た
場
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合
　
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
事
由
に
係
る
新
幹
線
鉄
道

等
（
同
号
の
改
定
後
に
一
箇
月
当
た
り
の
特
別
料
金
等
二
分
の
一
相
当
額
等
が
二
万
円
を
超
え
る

こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
利
用
す
る
す
べ
て
の
新
幹
線
鉄
道
等
）、
同
項
第
一
号
、
第
三

号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
者
の
利
用
す
る
す
べ
て
の
新
幹

線
鉄
道
等
に
つ
き
、
使
用
さ
れ
る
べ
き
通
用
期
間
の
定
期
券
の
特
別
料
金
等
の
払
戻
し
を
、
事
由

発
生
月
の
末
日
に
し
た
も
の
と
し
て
得
ら
れ
る
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
（
次
号
に
お
い
て

「
払
戻
金
二
分
の
一
相
当
額
」
と
い
う
。）

二
　
一
箇
月
当
た
り
の
特
別
料
金
等
二
分
の
一
相
当
額
等
が
二
万
円
を
超
え
て
い
た
場
合
　
次
に
掲

げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

イ
　
ロ
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
　
二
万
円
に
事
由
発
生
月
の
翌
月
か
ら
支
給
単
位
期
間
に
係

る
最
後
の
月
ま
で
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
又
は
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
係
る
新
幹
線

鉄
道
等
に
つ
い
て
の
払
戻
金
二
分
の
一
相
当
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
（
事
由
発
生
月
が
支
給
単

位
期
間
に
係
る
最
後
の
月
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
零
）

ロ
　
第
十
五
条
の
二
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合
　
二
万
円
に

事
由
発
生
月
の
翌
月
か
ら
同
号
に
定
め
る
期
間
に
係
る
最
後
の
月
ま
で
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た

額
又
は
そ
の
者
の
利
用
す
る
す
べ
て
の
新
幹
線
鉄
道
等
に
つ
い
て
の
払
戻
金
二
分
の
一
相
当
額

及
び
人
事
委
員
会
の
定
め
る
額
の
合
計
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
（
事
由
発
生
月
が
当
該
期
間
に

係
る
最
後
の
月
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
零
）

４
　
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
六
項
等
の
規
定
に
よ
り
職
員
に
前
二
項
に
定
め
る
額
を
返
納
さ
せ
る

場
合
に
お
い
て
、
返
納
に
係
る
通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ
た
際
に
所
属
し
て
い
た
任
命
権
者
と
事
由
発
　

生
月
の
翌
月
以
降
に
所
属
す
る
任
命
権
者
が
同
一
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
給
与
か
ら
当
該
額
を
差
し
　

引
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
七
条
の
次
に
次
の
見
出
し
及
び
二
条
を
加
え
る
。

（
支
給
単
位
期
間
）

第
十
七
条
の
二
　
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
七
項
等
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
普
通
交
通
機
関
等
又
は
新
幹
線
鉄
道
等
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
　

め
る
期
間
と
す
る
。

一
　
定
期
券
を
使
用
す
る
こ
と
が
最
も
経
済
的
か
つ
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
普
通
交
通
機
関

等
又
は
新
幹
線
鉄
道
等
　
当
該
普
通
交
通
機
関
等
又
は
新
幹
線
鉄
道
等
に
お
い
て
発
行
さ
れ
て
い

る
定
期
券
の
通
用
期
間
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
六
箇
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
最
も
長
い
も
の
に
相
当

す
る
期
間
。
た
だ
し
、
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
つ
て
、

普
通
交
通
機
関
等
に
係
る
定
期
券
及
び
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
定
期
券
が
一
体
と
し
て
発
行
さ
れ

て
い
る
と
き
に
お
け
る
当
該
普
通
交
通
機
関
等
に
あ
つ
て
は
、
当
該
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
通
勤

手
当
に
係
る
支
給
単
位
期
間
に
相
当
す
る
期
間

二
　
回
数
乗
車
券
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
最
も
経
済
的
か
つ
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
普
通
交

通
機
関
等
若
し
く
は
新
幹
線
鉄
道
等
又
は
第
六
条
第
二
項
第
三
号
の
人
事
委
員
会
の
定
め
る
普
通

交
通
機
関
等
　
一
箇
月

２
　
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
普
通
交
通
機
関
等
又
は
新
幹
線
鉄
道
等
に
つ
い
て
、
同
号
に
定
め
る
期
間

に
係
る
最
後
の
月
の
前
月
以
前
に
、
山
梨
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
山
梨

県
条
例
第
七
号
）
第
二
条
又
は
山
梨
県
県
費
負
担
教
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
九

年
山
梨
県
条
例
第
八
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
退
職
そ
の
他
の
離
職
を
す
る
こ
と
、
長
期
間
の
研

修
等
の
た
め
に
旅
行
を
す
る
こ
と
、
勤
務
態
様
の
変
更
に
よ
り
通
勤
の
た
め
負
担
す
る
運
賃
等
の
額

に
変
更
が
あ
る
こ
と
そ
の
他
人
事
委
員
会
の
定
め
る
事
由
が
生
ず
る
こ
と
が
同
号
に
定
め
る
期
間
に

係
る
最
初
の
月
の
初
日
に
お
い
て
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
由
が
生
ず
る
こ
と
と
な
る
日

の
属
す
る
月
（
そ
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
日
の
属
す
る
月
の
前
月
）
ま

で
の
期
間
に
つ
い
て
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
支
給
単
位
期
間
を
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
七
条
の
三

支
給
単
位
期
間
は
、
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
勤
手
当
の
支
給
が
開
始
さ
　

れ
る
月
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
通
勤
手
当
の
額
が
改
定
さ
れ
る
月
か
ら
開
始
す
る
。

２
　
月
の
中
途
に
お
い
て
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
休
職
に
さ
れ
、
同
法
第

五
十
五
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
許
可
を
受
け
、
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に

派
遣
す
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
、
地
方
公
務
員

の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
を
し
、
職
員
派
遣
を
さ
れ
、
教
育

公
務
員
特
例
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
修
学
休
業
を
し
、
又
は
地
方
公
務
員
法

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
停
職
に
さ
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
期
間
が
二
以
上
の
月
に
わ

た
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
（
次
項
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
と
き
を
除
く
。）
は
、
支
給

単
位
期
間
は
、
そ
の
後
復
職
し
、
又
は
職
務
に
復
帰
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
（
そ
の
日
が
月
の

初
日
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
日
の
属
す
る
月
）
か
ら
開
始
す
る
。

３
　
旅
行
、
休
暇
、
欠
勤
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
、
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
期
間
の
全
日
数
に
わ

た
つ
て
通
勤
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
場
合
（
前
項
に
規
定
す
る
と
き
か
ら
復
職
等
を
し
な
い
で
引
き

続
き
当
該
期
間
の
全
日
数
に
わ
た
つ
て
通
勤
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
場
合
を
除
く
。）
に
は
、
支
給

単
位
期
間
は
、
そ
の
後
再
び
通
勤
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
開
始
す
る
。

第
十
八
条
中
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
一
項
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
一
項
及
び
警

察
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
一
項
等
」
に
、「
月
の
一
日
」

を
「
支
給
単
位
期
間
等
に
係
る
最
初
の
月
の
初
日
」
に
、「
そ
の
月
の
」
を
「
当
該
支
給
単
位
期
間
等

に
係
る
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
中
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
一
項
、
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
四
条
第
一
項
及
び
警

察
職
員
給
与
条
例
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
職
員
給
与
条
例
第
十
五
条
第
一
項
等
」
に
、「
月
額
」
を
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「
額
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
中
「
の
実
施
」
を
「
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
通
勤
手
当
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
告
示
第
十
四
号

信
号
機
の
設
置
、
車
両
の
通
行
禁
止
、
制
限
そ
の
他
の
交
通
規
制
（
昭
和
四
十
九
年
山
梨
県
公
安
委

員
会
告
示
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
正
し
、
関
係
道
路
標
識
等
が
設
置
又
は
撤
去
さ
れ
た

日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
公
安

委
員
会
規
則
第
七
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
四
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
鶴
　
　
田
　
　
美
　
　
枝

別
表
第
一
中

「
二
七
八

甲
府
市
高
畑
一
丁
目
二
一
番
一
六
号

高
畑
中
部

平
成
一
五
年
一
二
月
一
八
日

先
（
市
道
千
秋
橋
高
畑
線
と
市
道
後

告
示
第
八
八
号

屋
村
中
四
号
線
と
の
十
字
路
交
差
点

）

」

を「
二
七
八

甲
府
市
高
畑
一
丁
目
二
一
番
一
六
号

高
畑
中
部

平
成
一
五
年
一
二
月
一
八
日

先
（
市
道
千
秋
橋
高
畑
線
と
市
道
後

告
示
第
八
八
号

屋
村
中
四
号
線
と
の
十
字
路
交
差
点

）

二
七
九

甲
府
市
上
石
田
二
丁
目
三
九
番
二
四

貢
川
小
北
東

平
成
一
六
年
三
月
四
日

号
先
（
市
道
南
西
一
号
線
と
市
道
天

告
示
第
一
四
号

神
宮
（
Ａ
）
線
と
市
道
若
宮
辻
線
と

の
丁
字
路
交
差
点
）

二
八
〇

甲
府
市
桜
井
町
八
八
八
番
地
先
（
国

山
梨
英
和
大
学
平
成
一
六
年
三
月
四
日

道
一
四
〇
号
（
西
関
東
自
動
車
道
連

前

告
示
第
一
四
号

絡
道
路
）
と
市
道
甲
運
九
号
線
と
の

十
字
路
交
差
点
）

二
八
一

甲
府
市
桜
井
町
九
〇
六
番
地
先
（
国

山
梨
英
和
大
学
平
成
一
六
年
三
月
四
日

道
一
四
〇
号
（
西
関
東
自
動
車
道
連

北

告
示
第
一
四
号

絡
道
路
）
と
市
道
甲
運
一
四
号
線
と

の
十
字
路
交
差
点
）

」

に
、

「
二
三

甲
府
市
上
阿
原
町
四
六
八
番
地
の
一

都
計
道
交
差
点
四
六
・
三
・
二
四

先
（
国
道
二
〇
号
線
と
都
市
計
画
道

路
と
の
交
差
点
）

」

を「
二
三

甲
府
市
上
阿
原
町
四
六
八
番
地
の
一

上
阿
原

平
成
一
六
年
三
月
四
日

先
（
国
道
二
〇
号
と
都
市
計
画
道
路

告
示
第
一
四
号

と
の
十
字
路
交
差
点
）

」

に
、

「
三
六

甲
府
市
上
阿
原
町
四
七
四
番
地
先
（

上
阿
原
交
差
点
四
六
・
三
・
二
四

国
道
二
〇
号
線
と
市
道
里
吉
向
線
と

の
交
差
点
）

」

を「
三
六

甲
府
市
上
阿
原
町
四
七
四
番
地
先
（

上
阿
原
西

平
成
一
六
年
三
月
四
日

国
道
二
〇
号
と
市
道
里
吉
向
線
と
の

告
示
第
一
四
号

十
字
路
交
差
点
）

」

に
、

「
三
五
五

甲
府
市
朝
気
一
丁
目
一
番
一
五
号
先

東
小
学
校
北

平
成
一
五
年
一
二
月
一
八
日

（
市
道
一
六
三
号
線
と
市
道
二
七
八

告
示
第
八
八
号

号
線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

」

を「
三
五
五

甲
府
市
朝
気
一
丁
目
一
番
一
五
号
先

東
小
学
校
北

平
成
一
五
年
一
二
月
一
八
日
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（
市
道
一
六
三
号
線
と
市
道
二
七
八

告
示
第
八
八
号

号
線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

三
五
六

中
巨
摩
郡
竜
王
町
篠
原
三
、
六
〇
〇

竜
王
町
役
場
前
平
成
一
六
年
三
月
四
日

番
地
先
（
県
道
敷
島
田
富
線
単
路
）

告
示
第
一
四
号

」

に
、

「
一
五
二

南
ア
ル
プ
ス
市
百
々
九
九
六
番
地
二

百
々
西

平
成
一
五
年
一
二
月
一
八
日

先
（
市
道
と
市
道
と
の
十
字
路
交
差

告
示
第
八
八
号

点
）

」

を「
一
五
二

南
ア
ル
プ
ス
市
百
々
九
九
六
番
地
二

百
々
西

平
成
一
五
年
一
二
月
一
八
日

先
（
市
道
と
市
道
と
の
十
字
路
交
差

告
示
第
八
八
号

点
）

一
五
三

南
ア
ル
プ
ス
市
寺
部
二
、
三
六
三
番

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
平
成
一
六
年
三
月
四
日

地
先
（
県
道
韮
崎
櫛
形
豊
富
線
同
士

Ｃ
入
口

告
示
第
一
四
号

及
び
市
道
と
の
十
字
路
交
差
点
）

一
五
四

南
ア
ル
プ
ス
市
寺
部
一
、
九
〇
七
番

寺
部

平
成
一
六
年
三
月
四
日

地
先
（
県
道
韮
崎
櫛
形
豊
富
線
側
道

告
示
第
一
四
号

と
市
道
一
号
線
と
の
十
字
路
交
差
点

）

一
五
五

南
ア
ル
プ
ス
市
鏡
中
条
一
、
〇
五
四

鏡
中
条
南

平
成
一
六
年
三
月
四
日

番
地
五
先
（
県
道
韮
崎
櫛
形
豊
富
線

告
示
第
一
四
号

側
道
と
二
級
市
道
一
号
線
と
の
十
字

路
交
差
点
）

」

に
、

「
五
〇

都
留
市
つ
る
五
丁
目
一
番
七
五
号
先

谷
村
高
架
橋
下
平
成
一
五
年
七
月
二
四
日

（
市
道
古
川
渡
東
桂
線
と
市
道
栄
町

告
示
第
五
一
号

四
日
市
場
線
と
の
丁
字
路
交
差
点
）

」

を「

五
〇

都
留
市
つ
る
五
丁
目
一
番
七
五
号
先

谷
村
高
架
橋
下
平
成
一
五
年
七
月
二
四
日

（
市
道
古
川
渡
東
桂
線
と
市
道
栄
町

告
示
第
五
一
号

四
日
市
場
線
と
の
丁
字
路
交
差
点
）

五
一

南
都
留
郡
西
桂
町
小
沼
八
八
五
番
地

桂
高
架
橋
下

平
成
一
六
年
三
月
四
日

先
（
国
道
一
三
九
号
と
町
道
と
の
十

告
示
第
一
四
号

字
路
交
差
点
）

」

に
、

「
一
四
二

富
士
吉
田
市
上
吉
田
三
、
七
五
一
番

頓
堀
橋
東

平
成
一
四
年
一
二
月
一
九
日

地
先
（
県
道
山
中
湖
忍
野
富
士
吉
田

告
示
第
七
七
号

線
と
市
道
東
裏
二
号
線
と
の
十
字
路

交
差
点
）

」

を「
一
四
二

富
士
吉
田
市
上
吉
田
三
、
七
五
一
番

頓
堀
橋
東

平
成
一
四
年
一
二
月
一
九
日

地
先
（
県
道
山
中
湖
忍
野
富
士
吉
田

告
示
第
七
七
号

線
と
市
道
東
裏
二
号
線
と
の
十
字
路

交
差
点
）

一
四
三

富
士
吉
田
市
下
吉
田
四
、
九
〇
一
番

愛
染

平
成
一
六
年
三
月
四
日

地
の
五
先
（
市
道
新
町
小
明
見
線
と

告
示
第
一
四
号

市
道
田
端
一
号
線
と
市
道
愛
染
一
号

線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
三
中

「
六
八
〇

町
道

東
八
代
郡
御
坂
町
井
之

大
型
自

終
日

石
和
平
成
一
五
年
一
二
月

上
九
八
三
番
地
先
（
梶

動
車
、

一
八
日

原
た
つ
子
方
南
側
）
か

大
型
特

告
示
第
八
八
号

ら
東
八
代
郡
御
坂
町
井

殊
自
動

之
上
九
四
一
番
地
先
（

車

南
照
院
南
側
）
ま
で
（

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

」

を「

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
七
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
四
日

一
四
八



六
八
〇

町
道

東
八
代
郡
御
坂
町
井
之

大
型
自

終
日

石
和
平
成
一
五
年
一
二
月

上
九
八
三
番
地
先
（
梶

動
車
、

一
八
日

原
た
つ
子
方
南
側
）
か

大
型
特

告
示
第
八
八
号

ら
東
八
代
郡
御
坂
町
井

殊
自
動

之
上
九
四
一
番
地
先
（

車

南
照
院
南
側
）
ま
で
（

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

六
八
一

市
道
寿

甲
府
市
寿
町
九
番
一
六

大
型
自

終
日

甲
府
平
成
一
六
年
三
月
四

宝
区
画

号
先
（
荒
川
橋
東
詰
交

動
車
、

日

整
理
三

差
点
）
か
ら
甲
府
市
寿

大
型
特

告
示
第
一
四
号

三
号
線

町
二
二
番
二
号
先
（
尾

殊
自
動

市
道
荒

沢
幸
明
方
前
）
ま
で
（

車
（
マ

川
左
岸

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

イ
ク
ロ

一
号
線

バ
ス
を

除
く
。

）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
五
中

「
二
〇
七

国
道
一

東
八
代
郡
石
和
町
松
本

西
進
す

終
日

石
和

平
成
一
六
年
二
月

四
〇
号

五
四
番
地
の
一
先
（
赤

る
車
両

二
三
日

岡
方
北
側
）

（
軽
車

告
示
第
一
二
号

両
・
沿

道
家
屋

関
係
車

両
を
除

く
。）

」

を「
二
〇
七

国
道
一

東
八
代
郡
石
和
町
松
本

西
進
す

終
日

石
和

平
成
一
六
年
二
月

四
〇
号

五
四
番
地
の
一
先
（
赤

る
車
両

二
三
日

岡
方
北
側
）

（
軽
車

告
示
第
一
二
号

両
・
沿

道
家
屋

関
係
車

両
を
除

く
。）

二
〇
八

国
道
五

甲
府
市
寿
町
九
番
一
六

西
進
す

終
日

甲
府

平
成
一
六
年
三
月

二
号

号
先
（
荒
川
橋
東
詰
）

る
大
型

四
日

自
動
車

告
示
第
一
四
号

、
大
型

特
殊
自

動
車
（

マ
イ
ク

ロ
バ
ス

を
除
く

。）

二
〇
九

市
道
（

甲
府
市
寿
町
二
二
番
二

西
進
す

終
日

甲
府

平
成
一
六
年
三
月

都
市
計

号
先
（
尾
沢
幸
明
方
前

る
大
型

四
日

画
道
路

）

自
動
車

告
示
第
一
四
号

上
阿
原

、
大
型

町
寿
町

特
殊
自

線
）

動
車
（

マ
イ
ク

ロ
バ
ス

を
除
く

。）

二
一
〇

国
道
一

南
巨
摩
郡
増
穂
町
大
椚

西
進
す

終
日

鰍
沢

平
成
一
六
年
三
月

四
〇
号

二
七
七
番
地
一
先
（
山

る
車
両

四
日

梨
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
峡
南
営

告
示
第
一
四
号

業
所
南
側
）

二
一
一

町
道
青

南
巨
摩
郡
増
穂
町
青
柳

西
進
す

七
時
か

鰍
沢

平
成
一
六
年
三
月

柳
横
通

町
一
、
一
二
五
番
地
一

る
車
両

ら
九
時

四
日

り
線

先
（
小
僧
寿
し
増
穂
店

ま
で
及

告
示
第
一
四
号

南
側
）

び
一
七

時
か
ら

一
九
時

ま
で

」

に
改
め
る
。

別
表
第
六
中

「
四
五
五

国
道
一

東
八
代
郡
石
和
町
松
本

東
進
す

終
日

石
和

平
成
一
六
年
二
月

四
〇
号

五
三
番
地
先
（
松
本
研

る
車
両

二
三
日

修
セ
ン
タ
ー
南
側
）

（
軽
車

告
示
第
一
二
号

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
七
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
四
日

一
四
九



両
・
沿

道
家
屋

関
係
車

両
を
除

く
。）

」

を「
四
五
五

国
道
一

東
八
代
郡
石
和
町
松
本

東
進
す

終
日

石
和

平
成
一
六
年
二
月

四
〇
号

五
三
番
地
先
（
松
本
研

る
車
両

二
三
日

修
セ
ン
タ
ー
南
側
）

（
軽
車

告
示
第
一
二
号

両
・
沿

道
家
屋

関
係
車

両
を
除

く
。）

四
五
六

国
道
五

甲
府
市
寿
町
九
番
一
六

東
進
す

終
日

甲
府

平
成
一
六
年
三
月

二
号

号
先
（
荒
川
橋
東
詰
）

る
大
型

四
日

自
動
車

告
示
第
一
四
号

、
大
型

特
殊
自

動
車
（

マ
イ
ク

ロ
バ
ス

を
除
く

。）

四
五
七

市
道（

甲
府
市
寿
町
二
二
番
二

東
進
す

終
日

甲
府

平
成
一
六
年
三
月

都
市
計

号
先
（
尾
沢
幸
明
方
前

る
大
型

四
日

画
道
路

）

自
動
車

告
示
第
一
四
号

上
阿
原

、
大
型

町
寿
町

特
殊
自

線
）

動
車
（

マ
イ
ク

ロ
バ
ス

を
除
く

。）

四
五
八

町
道

南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
九
八

北
進
す

七
時
か

鰍
沢

平
成
一
六
年
三
月

番
地
先
（
フ
ァ
ミ
リ
ー

る
車
両

ら
九
時

四
日

マ
ー
ト
鰍
沢
北
新
店
東

ま
で
及

告
示
第
一
四
号

側
）

び
一
七

時
か
ら

一
九
時

ま
で

」

に
改
め
る
。

別
表
第
七
中

「
八
五

市
　
道

塩
山
市
赤
尾
三
六
三
番
地

車
　
両

終
日

塩
山
平
一
〇
・
一
〇
・
一

の
一
先
（
藤
本
政
久
方
西

九

側
十
字
路
交
差
点
東
側
・

告
示

西
進
車
両
）

第
五
〇
号

」

を「
八
五

市
道

塩
山
市
赤
尾
三
六
三
番
地

車
両

終
日

塩
山
平
成
一
六
年
三
月
四

の
一
先
（
藤
本
政
久
方
西

日

側
十
字
路
交
差
点
東
側
・

告
示
第
一
四
号

西
進
車
両
）

八
六

市
道
荒

甲
府
市
寿
町
九
番
一
六
号

南
進
す

終
日

甲
府
平
成
一
六
年
三
月
四

川
左
岸

先
（
荒
川
橋
東
詰
）

る
大
型

日

一
号
線

自
動
車

告
示
第
一
四
号

、
大
型

特
殊
自

動
車
（

マ
イ
ク

ロ
バ
ス

を
除
く

。）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
中

「
一
、
〇
五
七

国
　
道

山
梨
市
上
神
内
川
一
、
五
二
〇
番
地

一

日
下
四
九
・
四
・
一

一
四
〇

先
（
小
林
方
前
）

部

一

号
線

一
六
号

」

を「

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
七
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
四
日

一
五
〇



一
、
〇
五
七

削
除

日
下
平
成
一
六
年
三
月

部

四
日

告
示
第
一
四
号

」

に
、

「
三
、
九
三
六

市
　
道

甲
府
市
国
母
五
丁
目
五
番
五
号
先
（

一

南
甲
平
六
・
一
〇
・
二

パ
チ
ン
コ
マ
ル
ケ
ー
駐
車
場
北
側
）

府

〇告
示

第
四
三
号

」

を「
三
、
九
三
六

市
道

甲
府
市
国
母
五
丁
目
五
番
五
号
先
（

一

南
甲
平
成
一
六
年
三
月

パ
チ
ン
コ
ダ
イ
マ
ル
駐
車
場
北
側
）

府

四
日

告
示
第
一
四
号

」

に
、

「
五
、
〇
一
〇

県
道
戸

都
留
市
四
日
市
場
二
〇
四
番
地
先
（

一

都
留
平
成
一
六
年
二
月

沢
谷
村

田
中
方
南
側
）

二
三
日

線

告
示
第
一
二
号

」

を「
五
、
〇
一
〇

県
道
戸

都
留
市
四
日
市
場
二
〇
四
番
地
先
（

一

都
留
平
成
一
六
年
二
月

沢
谷
村

田
中
方
南
側
）

二
三
日

線

告
示
第
一
二
号

五
、
〇
一
一

町
道

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
一
〇
、
一
五
四

一

長
坂
平
成
一
六
年
三
月

番
地
先
（
馬
術
競
技
場
南
東
側
丁
字

四
日

路
交
差
点
）

告
示
第
一
四
号

五
、
〇
一
二

町
道

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
一
〇
、
一
六
一

一

長
坂
平
成
一
六
年
三
月

番
地
先
（
豊
畑
踏
切
南
側
丁
字
路
交

四
日

差
点
）

告
示
第
一
四
号

五
、
〇
一
三

町
道
青

南
巨
摩
郡
増
穂
町
青
柳
町
一
、
一
三

一

鰍
沢
平
成
一
六
年
三
月

柳
横
通

四
番
地
一
先
（
小
僧
寿
し
増
穂
店
南

四
日

り
線

西
側
十
字
路
交
差
点
）

告
示
第
一
四
号

五
、
〇
一
四

県
道
万

山
梨
市
上
神
内
川
一
、
五
二
一
番
地

三

日
下
平
成
一
六
年
三
月

力
小
屋

の
一
先
（
中
華
飯
店
青
柳
前
）

部

四
日

敷
線

告
示
第
一
四
号

五
、
〇
一
五

市
道

山
梨
市
上
神
内
川
一
、
五
四
四
番
地

一

日
下
平
成
一
六
年
三
月

の
三
先
（
大
村
方
駐
車
場
西
側
）

部

四
日

告
示
第
一
四
号

五
、
〇
一
六

市
道

山
梨
市
上
神
内
川
一
、
二
三
二
番
地

一

日
下
平
成
一
六
年
三
月

の
一
先
（
松
下
方
空
き
地
西
側
）

部

四
日

告
示
第
一
四
号

五
、
〇
一
七

市
道

山
梨
市
上
神
内
川
一
、
五
四
九
番
地

一

日
下
平
成
一
六
年
三
月

先
（
平
山
方
東
側
）

部

四
日

告
示
第
一
四
号

五
、
〇
一
八

市
道
寿

甲
府
市
寿
町
二
二
番
二
号
先
（
尾
沢

一

甲
府
平
成
一
六
年
三
月

宝
区
画

幸
明
方
前
）

四
日

整
理
三

告
示
第
一
四
号

三
号
線

五
、
〇
一
九

市
道
寿

甲
府
市
寿
町
二
三
番
六
号
先
（
望
月

一

甲
府
平
成
一
六
年
三
月

宝
区
画

君
夫
方
前
）

四
日

整
理
一

告
示
第
一
四
号

〇
号
線

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
四
中

「
一
、
五

県
道
一

南
ア
ル
プ
ス
市
西
南

四
〇
〇

車
両
（

三
〇

小
笠
平
成
一
六

九
五

軒
茶
屋

湖
四
、
二
六
〇
番
地

け
ん
引

原

年
二
月
二

荊
沢
線

先
（
南
湖
橋
東
詰
交

③
を
除

三
日

差
点
）
か
ら
南
ア
ル

く
。）

告
示
第
一

プ
ス
市
西
南
湖
一
、

二
号

七
八
四
番
地
先
ま
で

の
両
側

」

を「
一
、
五

県
道
一

南
ア
ル
プ
ス
市
西
南

四
〇
〇

車
両
（

三
〇

小
笠
平
成
一
六

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
七
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
四
日

一
五
一



九
五

軒
茶
屋

湖
四
、
二
六
〇
番
地

け
ん
引

原

年
二
月
二

荊
沢
線

先
（
南
湖
橋
東
詰
交

③
を
除

三
日

差
点
）
か
ら
南
ア
ル

く
。）

告
示
第
一

プ
ス
市
西
南
湖
一
、

二
号

七
八
四
番
地
先
ま
で

の
両
側

一
、
五

市
道
（

甲
府
市
寿
町
三
番
一

五
三
六

車
両
（

四
〇

甲
府
平
成
一
六

九
六

都
市
計

五
号
先
（
加
藤
忠
方

原
付
・

年
三
月
四

画
道
路

前
）
か
ら
甲
府
市
相

け
ん
引

日

上
阿
原

生
一
丁
目
一
六
番
一

②
③
を

告
示
第
一

町
寿
町

三
号
先
（
飯
豊
橋
北

除
く
。

四
号

線
）

詰
交
差
点
）
ま
で
の

）

両
側

一
、
五

町
道
椚

西
八
代
郡
市
川
大
門

三
二
七

車
両
（

三
〇

市
川
平
成
一
六

九
七

田
大
正

町
高
田
一
七
九
番
地

け
ん
引

年
三
月
四

二
号
線

の
一
先
（
サ
ウ
ナ
白

③
を
除

日

馬
南
側
）
か
ら
西
八

く
。）

告
示
第
一

代
郡
市
川
大
門
町
高

四
号

田
一
一
七
番
地
の
一

先
（
岸
本
は
つ
子
方

東
側
）
ま
で
の
両
側

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
五
中

「
三
八

国
　
道

韮
崎
市
本
町
三
丁
目
一

三
二
、
八
四

車
両

終
日

小
笠
平
九
・
三

五
二
号

一
番
九
一
号
先
（
船
山

〇

原

・
二
四

橋
北
詰
）
か
ら
南
巨
摩

韮
崎
告
示

郡
中
富
町
飯
富
二
、
三

鰍
沢
第
二
〇
号

一
一
番
地
先
（
新
早
川

橋
）
ま
で
の
両
側

」

を「
三
八

国
道
五

韮
崎
市
本
町
三
丁
目
一

三
三
、
九
四

車
両

終
日

小
笠
平
成
一
六

二
号

一
番
九
一
号
先
（
船
山

〇

原

年
三
月
四

橋
北
詰
）
か
ら
南
巨
摩

韮
崎
日

郡
身
延
町
下
山
二
三
一

鰍
沢
告
示
第
一

番
地
の
九
九
先
（
上
沢

南
部
四
号

交
差
点
）
ま
で
の
両
側

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
六
中

「
六
、
三
三
八

市
　
道

甲
府
市
酒
折
三
丁
目
八
番
一
号
先

甲
　
府
五
九
・
一
二
・
六

（
浄
正
院
南
西
角
）

五
九
号

」

を「
六
、
三
三
八

削
除

甲
府

平
成
一
六
年
三
月

四
日

告
示
第
一
四
号

」

に
、

「
六
、
三
四
九

市
　
道

甲
府
市
酒
折
三
丁
目
九
番
八
号
先

甲
　
府
五
九
・
一
二
・
六

（
一
志
一
雄
方
東
側
）

五
九
号

」

を「
六
、
三
四
九

削
除

甲
府

平
成
一
六
年
三
月

四
日

告
示
第
一
四
号

」

に
、

「
八
、
三
九
七

町
　
道

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
小
淵
沢
一
〇
、

長
　
坂
平
五
・
九
・
二
七

西
一
級

一
六
一
番
地
（
ホ
テ
ル
リ
ゾ
ナ
ー
レ

告
示

一
六
号

小
淵
沢
北
側
）

第
四
三
号

線

」

を「
八
、
三
九
七

町
道

北
巨
摩
郡
小
淵
沢
町
一
〇
、
一
六
一

長
坂

平
成
一
六
年
三
月

番
地
先
（
豊
畑
踏
切
南
側
丁
字
路
交

四
日

差
点
・
南
進
車
両
）

告
示
第
一
四
号

」

に
、

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
七
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
四
日

一
五
二



「
一
〇
、
一
六
六

町
　
道

南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
九
八
番
地
先

鰍
　
沢
平
成
一
三
年
三
月

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
鰍
沢
北
新
店

一
日

東
側
・
北
進
車
両
）

告
示
第
九
号

」

を「
一
〇
、
一
六
六

削
除

鰍
沢

平
成
一
六
年
三
月

四
日

告
示
第
一
四
号

」

に
、

「
一
〇
、
六
九
九

市
道
西

甲
府
市
西
油
川
町
三
六
番
地
先
（
植

南
甲
府
平
成
一
五
年
一
二

油
川
四

田
稔
方
東
側
・
北
進
車
両
）

月
一
八
日

号
線

告
示
第
八
八
号

」

を「
一
〇
、
六
九
九

市
道
西

甲
府
市
西
油
川
町
三
六
番
地
先
（
植

南
甲
府
平
成
一
五
年
一
二

油
川
四

田
稔
方
東
側
・
北
進
車
両
）

月
一
八
日

号
線

告
示
第
八
八
号

一
〇
、
七
〇
〇

市
道

甲
府
市
酒
折
三
丁
目
八
番
一
号
先
（

甲
府

平
成
一
六
年
三
月

浄
正
院
南
側
・
西
進
車
両
）

四
日

告
示
第
一
四
号

一
〇
、
七
〇
一

市
道

甲
府
市
酒
折
三
丁
目
八
番
二
二
号
先

甲
府

平
成
一
六
年
三
月

（
小
野
方
南
側
・
東
進
車
両
）

四
日

告
示
第
一
四
号

一
〇
、
七
〇
二

市
道
寿

甲
府
市
寿
町
三
番
一
六
号
先
（
飯
島

甲
府

平
成
一
六
年
三
月

宝
区
画

ビ
ル
南
側
・
東
進
車
両
）

四
日

整
理
一

告
示
第
一
四
号

九
号
線

一
〇
、
七
〇
三

市
道
寿

甲
府
市
寿
町
四
番
四
号
先
（
１
ｉ
ｇ

甲
府

平
成
一
六
年
三
月

宝
区
画

ｎ
ｅ
　
ｒ
ｏ
ｓ
ｅ
ｔ
北
側
・
西
進
車

四
日

整
理
九

両
）

告
示
第
一
四
号

号
線

一
〇
、
七
〇
四

市
道
寿

甲
府
市
寿
町
一
八
番
五
号
先
（
原
一

甲
府

平
成
一
六
年
三
月

宝
区
画

浩
方
南
側
・
東
進
車
両
）

四
日

整
理
三

告
示
第
一
四
号

〇
号
線

一
〇
、
七
〇
五

市
道
寿

甲
府
市
寿
町
二
二
番
二
号
先
（
尾
沢

甲
府

平
成
一
六
年
三
月

宝
区
画

幸
明
方
東
側
・
北
進
車
両
）

四
日

整
理
三

告
示
第
一
四
号

三
号
線

一
〇
、
七
〇
六

市
道
寿

甲
府
市
寿
町
二
三
番
六
号
先
（
望
月

甲
府

平
成
一
六
年
三
月

宝
区
画

君
夫
方
東
側
・
南
進
車
両
）

四
日

整
理
一

告
示
第
一
四
号

〇
号
線

一
〇
、
七
〇
七

町
道
下

北
巨
摩
郡
双
葉
町
下
今
井
一
、
六
七

韮
崎

平
成
一
六
年
三
月

今
井
線

五
番
地
先
（
輿
石
裕
二
方
東
側
・
北

四
日

進
車
両
）

告
示
第
一
四
号

一
〇
、
七
〇
八

町
道

北
巨
摩
郡
双
葉
町
下
今
井
一
、
六
七

韮
崎

平
成
一
六
年
三
月

四
番
地
先
（
鷹
左
右
要
一
郎
方
南
側

四
日

・
東
進
車
両
）

告
示
第
一
四
号

一
〇
、
七
〇
九

農
道
青

南
巨
摩
郡
増
穂
町
青
柳
町
一
、
一
三

鰍
沢

平
成
一
六
年
三
月

柳
大
椚

四
番
地
一
先
（
小
僧
寿
し
増
穂
店
西

四
日

線

側
・
南
進
車
両
）

告
示
第
一
四
号

一
〇
、
七
一
〇

農
道
青

南
巨
摩
郡
増
穂
町
青
柳
町
一
、
一
二

鰍
沢

平
成
一
六
年
三
月

柳
大
椚

六
番
地
一
先
（
イ
タ
ヤ
マ
メ
デ
ィ
コ

四
日

線

東
側
・
北
進
車
両
）

告
示
第
一
四
号

一
〇
、
七
一
一

町
道

南
巨
摩
郡
増
穂
町
青
柳
町
二
、
三
九

鰍
沢

平
成
一
六
年
三
月

八
番
地
一
先
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

四
日

鰍
沢
北
新
店
北
側
・
東
進
車
両
）

告
示
第
一
四
号

一
〇
、
七
一
二

町
道

南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
一
〇
一
番
地
先
（

鰍
沢

平
成
一
六
年
三
月

県
営
鰍
沢
北
部
団
地
北
側
・
西
進
車

四
日

両
）

告
示
第
一
四
号

一
〇
、
七
一
三

町
道
四

東
八
代
郡
石
和
町
東
油
川
四
八
番
地

石
和

平
成
一
六
年
三
月

一
一
号

先
（
サ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
南
西
角
十
字
路

四
日

線

交
差
点
・
西
進
車
両
）

告
示
第
一
四
号

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
七
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
四
日

一
五
三



一
〇
、
七
一
四

町
道
四

東
八
代
郡
石
和
町
東
油
川
五
七
番
地

石
和

平
成
一
六
年
三
月

一
一
号

先
（
サ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
南
西
角
十
字
路

四
日

線

交
差
点
・
東
進
車
両
）

告
示
第
一
四
号

一
〇
、
七
一
五

市
道

山
梨
市
上
神
内
川
一
、
五
四
四
番
地

日
下
部
平
成
一
六
年
三
月

の
三
先
（
大
村
方
駐
車
場
西
側
・
南

四
日

進
車
両
）

告
示
第
一
四
号

一
〇
、
七
一
六

市
道

山
梨
市
上
神
内
川
一
、
二
三
二
番
地

日
下
部
平
成
一
六
年
三
月

の
一
先
（
松
下
方
空
き
地
西
側
・
南

四
日

進
車
両
）

告
示
第
一
四
号

一
〇
、
七
一
七

市
道

山
梨
市
上
神
内
川
一
、
四
七
八
番
地

日
下
部
平
成
一
六
年
三
月

の
七
先
（
米
倉
電
機
工
業
所
倉
庫
北

四
日

側
・
西
進
車
両
）

告
示
第
一
四
号

一
〇
、
七
一
八

市
道

山
梨
市
上
神
内
川
一
、
二
四
五
番
地

日
下
部
平
成
一
六
年
三
月

先
（
駐
車
場
東
側
・
北
進
車
両
）

四
日

告
示
第
一
四
号

一
〇
、
七
一
九

市
道
猿

大
月
市
七
保
町
下
和
田
八
三
〇
番
地

大
月

平
成
一
六
年
三
月

橋
北
線

先
（
市
道
総
合
グ
ラ
ン
ド
線
と
の
丁

四
日

字
路
交
差
点
・
北
進
車
両
）

告
示
第
一
四
号

一
〇
、
七
二
〇

市
道
猿

大
月
市
七
保
町
下
和
田
八
二
五
番
地

大
月

平
成
一
六
年
三
月

橋
北
線

の
一
先
（
中
央
自
動
車
道
北
側
丁
字

四
日

路
交
差
点
・
北
進
車
両
）

告
示
第
一
四
号

一
〇
、
七
二
一

市
道
猿

大
月
市
七
保
町
下
和
田
三
〇
三
番
地

大
月

平
成
一
六
年
三
月

橋
北
線

の
一
先
（
中
央
自
動
車
道
北
側
丁
字

四
日

路
交
差
点
・
南
進
車
両
）

告
示
第
一
四
号

一
〇
、
七
二
二

市
道
猿

大
月
市
猿
橋
町
猿
橋
一
、
一
一
〇
番

大
月

平
成
一
六
年
三
月

橋
北
線

地
の
二
先
（
中
央
自
動
車
道
北
側
丁

四
日

字
路
交
差
点
・
北
進
車
両
）

告
示
第
一
四
号

一
〇
、
七
二
三

市
道
宮

大
月
市
富
浜
町
宮
谷
四
二
三
番
地
の

大
月

平
成
一
六
年
三
月

谷
一
号

一
先
（
㈱
マ
イ
ル
ス
ト
ン
南
西
側
丁

四
日

線

字
路
交
差
点
・
北
進
車
両
）

告
示
第
一
四
号

一
〇
、
七
二
四

市
道
宮

大
月
市
富
浜
町
宮
谷
五
一
〇
番
地
の

大
月

平
成
一
六
年
三
月

谷
一
号

三
先
（
中
央
自
動
車
道
北
側
丁
字
路

四
日

線

交
差
点
・
南
進
車
両
）

告
示
第
一
四
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
七
中

「
四
七

市
　
道

甲
府
市
寿
町
六
番

六
〇
〇

車
両

終
日

甲
府
五
一
・
三

寿
国
母

一
五
号
先
（
森
田

・
二
三

線

屋
）
か
ら
甲
府
市

一
一
号

寿
町
二
四
番
八
号

先
（
飯
豊
橋
）
ま

で
の
両
側

」

を「
四
七

削
除

甲
府
平
成
一
六

年
三
月
四

日告
示
第
一

四
号

」

に
、

「
一
、
三
一
四

県
道
富

南
都
留
郡
富
士
河

七
〇
〇

車
両

終
日

富
士
平
成
一
六

士
河
口

口
湖
町
小
立
一
、

吉
田
年
二
月
二

湖
富
士

二
二
六
番
地
先
（

三
日

線

河
口
湖
大
橋
料
金

告
示
第
一

所
）
か
ら
南
都
留

二
号

郡
富
士
河
口
湖
町

船
津
三
九
一
番
地

の
一
先
（
大
道
交

差
点
）
ま
で
の
両

側

」

を「
一
、
三
一
四

県
道
富

南
都
留
郡
富
士
河

七
〇
〇

車
両

終
日

富
士
平
成
一
六

士
河
口

口
湖
町
小
立
一
、

吉
田
年
二
月
二

湖
富
士

二
二
六
番
地
先
（

三
日

線

河
口
湖
大
橋
料
金

告
示
第
一

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
七
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
四
日

一
五
四



所
）
か
ら
南
都
留

二
号

郡
富
士
河
口
湖
町

船
津
三
九
一
番
地

の
一
先
（
大
道
交

差
点
）
ま
で
の
両

側

一
、
三
一
五

市
道
（

甲
府
市
寿
町
三
番

五
三
六

車
両

終
日

甲
府
平
成
一
六

都
市
計

一
五
号
先
（
加
藤

年
三
月
四

画
道
路

忠
方
前
）
か
ら
甲

日

上
阿
原

府
市
相
生
一
丁
目

告
示
第
一

町
寿
町

一
六
番
一
三
号
先

四
号

線
）

（
飯
豊
橋
北
詰
交

差
点
）
ま
で
の
両

側

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
九
中

「
一
六
七

町
道

北
巨
摩
郡
長
坂
町
渋
沢
五
八
一
番
地
一

長
坂

平
成
一
五
年
一
二
月
一

先
か
ら
北
巨
摩
郡
長
坂
町
長
坂
上
条
一

八
日

、
八
八
三
番
地
先
ま
で
の
片
側
歩
道
（

告
示
第
八
八
号

一
、
〇
六
二
メ
ー
ト
ル
）

」

を「
一
六
七

町
道

北
巨
摩
郡
長
坂
町
渋
沢
五
八
一
番
地
一

長
坂

平
成
一
五
年
一
二
月
一

先
か
ら
北
巨
摩
郡
長
坂
町
長
坂
上
条
一

八
日

、
八
八
三
番
地
先
ま
で
の
片
側
歩
道
（

告
示
第
八
八
号

一
、
〇
六
二
メ
ー
ト
ル
）

一
六
八

市
道（

甲
府
市
寿
町
三
番
一
五
号
先
（
加
藤
忠

甲
府

平
成
一
六
年
三
月
四
日

都
市
計

方
前
）
か
ら
甲
府
市
相
生
一
丁
目
一
六

告
示
第
一
四
号

画
道
路

番
一
三
号
先
（
飯
豊
橋
北
詰
交
差
点
）

上
阿
原

ま
で
の
両
側
歩
道
（
五
三
六
メ
ー
ト
ル

町
寿
町

）

線
）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
二
十
四
中

「
一
七

国
道
二

韮
崎
市
円
野
町
上
円
井
一
、
八

当
該
道

韮
崎
平
成
一
四
年
八
月
一
日

〇
号

八
四
番
地
先
（
国
道
二
〇
号
と

路
上
に

告
示
第
四
一
号

市
道
円
野
二
三
号
線
と
の
丁
字

標
示
し

路
交
差
点
）

た
位
置

」

を「
一
七

国
道
二

韮
崎
市
円
野
町
上
円
井
一
、
八

当
該
道

韮
崎
平
成
一
四
年
八
月
一
日

〇
号

八
四
番
地
先
（
国
道
二
〇
号
と

路
上
に

告
示
第
四
一
号

市
道
円
野
二
三
号
線
と
の
丁
字

標
示
し

路
交
差
点
）

た
位
置

一
八

国
道
三

甲
府
市
伊
勢
三
丁
目
八
番
二
三

当
該
道

南
甲
平
成
一
六
年
三
月
四
日

五
八
号

号
先
（
甲
府
地
区
消
防
本
部
前

路
上
に

府

告
示
第
一
四
号

）

標
示
し

た
位
置

」

に
改
め
る
。

'

遊
技
機
の
型
式
の
検
定

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）

第
二
十
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
申
請
の
あ
っ
た
遊
技
機
に
つ
い
て
検
定
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
遊

技
機
を
遊
技
機
の
認
定
及
び
型
式
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第

四
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
す
る
と
認
め
た
の
で
、
同
規
則
第
九
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
検
定
の
有
効
期
間
は
、
平
成
十
九
年
三
月
三
日
ま
で
と
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
四
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
鶴
　
　
田
　
　
美
　
　
枝

型
　
　
式
　
　
の
　
　
概
　
　
要

申
請
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

遊
技
機
の
種
類

型
式
名

製
造
又

検
定
番
号

及
び
区
分

は
輸
入

業
者
名

株
式
会
社
エ
ー
ス
電
研
　
代
表
取

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
熱
湯

株
式
会
社

三
〇
一
〇
四
四

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
七
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
四
日

一
五
五



締
役
　
武
本
孝
俊

機

ル
ー
レ
ッ

エ
ー
ス
電

東
京
都
台
東
区
東
上
野
三
丁
目
一

規
則
第
六
条
第

ト
　
Ｒ
Ｘ

研

二
番
九
号

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
エ
ー
ス
電
研
　
代
表
取

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
熱
湯

株
式
会
社

三
〇
一
〇
六
四

締
役
　
武
本
孝
俊

機

ル
ー
レ
ッ

エ
ー
ス
電

東
京
都
台
東
区
東
上
野
三
丁
目
一

規
則
第
六
条
第

ト
　
Ｆ
Ｘ

研

二
番
九
号

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
サ
ン
セ
イ
ア
ー
ル
ア
ン

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
お
茶

株
式
会
社

三
〇
一
〇
一
二

ド
デ
ィ
　
代
表
取
締
役
　
梅
村
義

機

の
間
劇
場

サ
ン
セ
イ

孝

規
則
第
六
条
第

Ｖ
Ｒ

ア
ー
ル
ア

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
二

一
号
イ
（
別
表

ン
ド
デ
ィ

丁
目
一
一
番
一
三
号

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

サ
ミ
ー
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
力
道

サ
ミ
ー
株

三
〇
一
〇
〇
四

里
見
治

機

山
Ｈ
Ｎ

式
会
社

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
二
丁
目
二

規
則
第
六
条
第

三
番
二
号

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

サ
ミ
ー
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
力
道

サ
ミ
ー
株

三
〇
一
〇
一
九

里
見
治

機

山
Ｆ
Ｎ

式
会
社

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
二
丁
目
二

規
則
第
六
条
第

三
番
二
号

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

サ
ミ
ー
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
力
道

サ
ミ
ー
株

三
〇
一
〇
三
八

里
見
治

機

山
Ｓ
Ｔ

式
会
社

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
二
丁
目
二

規
則
第
六
条
第

三
番
二
号

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
平
和
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
・
新

株
式
会
社

三
〇
一
〇
三
七

中
島
潤

機

名
画
Ｘ
Ｊ

平
和

群
馬
県
桐
生
市
広
沢
町
二
丁
目
三

規
則
第
六
条
第

〇
一
四
番
地
の
八

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
平
和
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
・
新

株
式
会
社

三
〇
一
〇
五
二

中
島
潤

機

名
画
Ｙ
Ｊ

平
和

群
馬
県
桐
生
市
広
沢
町
二
丁
目
三

規
則
第
六
条
第

〇
一
四
番
地
の
八

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
ソ
フ
ィ
ア
　
代
表
取
締

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
花
満

株
式
会
社

三
〇
一
〇
四
八

役
　
井
置
定
男

機

開
極
Ｇ
Ｓ

ソ
フ
ィ
ア

群
馬
県
桐
生
市
境
野
町
七
丁
目
二

規
則
第
六
条
第

〇
一
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
ソ
フ
ィ
ア
　
代
表
取
締

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
花
満

株
式
会
社

三
〇
一
〇
〇
二

役
　
井
置
定
男

機

開
極
Ｖ
Ｓ

ソ
フ
ィ
ア

群
馬
県
桐
生
市
境
野
町
七
丁
目
二

規
則
第
六
条
第

〇
一
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
ソ
フ
ィ
ア
　
代
表
取
締

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
花
満

株
式
会
社

三
〇
一
〇
五
三

役
　
井
置
定
男

機

開
極
Ｘ

ソ
フ
ィ
ア

群
馬
県
桐
生
市
境
野
町
七
丁
目
二

規
則
第
六
条
第

〇
一
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
七
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
四
日

一
五
六



第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
メ
ー
シ
ー
販
売
　
代
表

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
が
ん

株
式
会
社

三
〇
一
〇
二
四

取
締
役
　
別
所
直
鋼

機

ば
れ
桃
太

メ
ー
シ
ー

沖
縄
県
宜
野
湾
市
真
志
喜
二
丁
目

規
則
第
六
条
第

郎
Ｚ

販
売

一
三
番
一
〇
号

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
三
共
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
フ
ィ

株
式
会
社

三
〇
一
〇
九
二

毒
島
秀
行

機

ー
バ
ー
ア

三
共

群
馬
県
桐
生
市
境
野
町
六
丁
目
四

規
則
第
六
条
第

ク
ア
ナ
イ

六
〇
番
地

一
号
イ
（
別
表

ン
Ｊ
Ｘ

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
三
共
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
フ
ィ

株
式
会
社

三
〇
一
〇
四
七

毒
島
秀
行

機

ー
バ
ー
ア

三
共

群
馬
県
桐
生
市
境
野
町
六
丁
目
四

規
則
第
六
条
第

ク
ア
ナ
イ

六
〇
番
地

一
号
イ
（
別
表

ン
Ｍ
Ｘ

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

株
式
会
社
三
共
　
代
表
取
締
役

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

ア
ク
ア
パ

株
式
会
社

三
一
一
〇
五
六

毒
島
秀
行

機

ラ
ダ
イ
ス

三
共

群
馬
県
桐
生
市
境
野
町
六
丁
目
四

規
則
第
六
条
第

Ｄ
Ｘ

六
〇
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
二
種
特
別
電

動
役
物

タ
イ
ヨ
ー
エ
レ
ッ
ク
株
式
会
社

ぱ
ち
ん
こ
遊
技

Ｃ
Ｒ
ヌ
ー

タ
イ
ヨ
ー

三
〇
一
〇
四
六

代
表
取
締
役
　
佐
藤
英
理
子

機

ボ
ー
ヌ
ー

エ
レ
ッ
ク

愛
知
県
名
古
屋
市
西
区
見
寄
町
一

規
則
第
六
条
第

ボ
ー
Ｎ

株
式
会
社

二
五
番
地

一
号
イ
（
別
表

第
二
）

第
一
種
特
別
電

動
役
物

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
七
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
四
日

一
五
七



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
四
百
五
十
七
号
　
　
平
成
十
六
年
三
月
四
日

一
五
八


